
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年度 

場所 中央コミュニティセンター ロビー 

令和 4年 4月 17日(日)  午前 10時より

り 

＊事業報告・決算報告 

＊事業計画案・予算書案・役員承認 等 

武蔵野ふるさと歴史館 出張展示 

武蔵野ふるさと歴史館所蔵の資料をパ

ネルにして中央コミセンのロビーで出

張展示を開催中です。武蔵野の歴史の一

端を知る良い機会になったと思います。 

多くの方にご覧いただいています。 
（第 1回～3回は終了） 

〈第１回〉『武蔵野の地名』 令和 3年 5月 24日～8月 2日 

武蔵野市地域の地名は、ここに住む人々の、その時々の考えによって命名されたと

言う考えのもとに、今でも使われているものや、既に使われなくなったさまざまな地

名が紹介されました。 

 

〈第 2回〉『軍事郵便が語る日露戦争期の武蔵野』 令和 3年 8月 3日～11月 24日 

武蔵野村の人々と出征者を結んだ軍事郵便から、連隊の様相や戦況、出征者の動向

や気持ち、家族の近況、当時の武蔵野村の様子が伺えました。 

（武蔵野ふるさと歴史館が所蔵している 400通あまりの軍事郵便より） 

〈第 3回〉『武蔵野のくらし、そのうつりかわり』 令和 3年 11月 25日～2月 21日 

明治 22 年 4月 1 日に誕生した「武蔵野村」。それから明治・大正・昭和・平成・令

和と元号が変わり、人々の暮らしも大きく変化しました。それぞれの時代に使われた

道具やチラシなどのパネル展示から、当時の暮らしを垣間見ることができました。 

 

〈第 4回〉『水と武蔵野』 令和 4年 2月 22日～ 

水の乏しい武蔵野台地に暮す武蔵野の人々がどのように水と関わったのか。 

水を求め、畏れ、利用し、管理した水と武蔵野の歴史を、歴史資料のパネル展示で紹

介しています。 

(武蔵野ふるさと歴史館Webサイトより) 

資料提供：武蔵野ふるさと歴史館 

館内清掃 

今年度の館内清掃はコロナ禍のため、三密を避けて休館日に運営委員のみで行います。 

日頃行き届かないところを中心に清掃します。 

新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、中央コミセンでは国、及び市の要請に

従い、状況に合わせて利用条件を変更しています。緊急性を伴う場合には地域の皆さ

まにはご迷惑をおかけすることになりますが、ご理解とご協力をお願いいたします。                  

                      ＝中央コミュニティ協議会＝ 

 

 

★運営委員 

 中町全域、御殿山２丁目にお住まいの方。運営委員会の出席と各種事業の企画、運営、 

窓口業務 

◎地域活動に興味がある方、経験やアイディアを活用したい方など参加をお待ちして 

おります。（詳細は窓口へ） 

★協力員 

 地域の制限は有りません。各事業の参加協力や、広報紙の配布など 

中央コミセン正面の花壇に

水仙が咲きました 

 

中央コミュニティだより 

コミセンだより   



 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

事   業   報   告 事   業   報   告 

〈参加者の感想〉 

年齢とともに体が硬くなり、運動を続けることも面倒になってきます。そのようなとき

に「中町ストレッチ教室」を知りました。どのような参加者がいるのか人見知りの私は少

し緊張しましたが、先生の明るい指導、他の参加者との気軽な会話を楽しみながらのスト

レッチは心身ともに私を柔軟にさせてくれました。コロナ禍での運動で少し心配でしたが、

マスクの着用、検温、消毒も徹底され、また、密にならない限られた人数で息の切れるよ

うな運動ではなかったので、安心して続けられそうです。 中町在住 N 

次 年 度 事 業 予 定 

＜令和 4年度の事業計画＞ 

◎季節イベント(5 月こどもの日、7 月七夕、10 月ハロウィン、12 月クリスマス、3 月ひな祭り)  

講座、講演、作品作り、歩こう会、ライブ、その他 

◎コミセン夏まつり、文化祭、もちつき、フリーマーケット、その他 

※色々な事業を計画していますが、コロナ禍の状況を見ながら中止や延期になる場合が 

あります。詳細は市報やポスターなどで随時お知らせいたします。 

12月 19日から 25日にかけてロビーでクリスマスイベントを

行いました。コロナも小康状態であったために、たくさんの来

館者がありました。来館のお子様にはお菓子のプレゼントを渡

しましたが、小さなお菓子でも目を輝かせて喜んでくれる様子

は大変微笑ましく思えました。25 日には記念にインスタントカ

メラでの写真をプレゼントしました。だんだんに画像が出てく

ることが珍しく面白がるお子様もたくさんいました。保護者の

方を含めて 600人を上回る参加者で、大盛況でした。 

令和 4年 1月 23日(日)午前 10時から 11時 30分 

健康づくり支援センター人材バンクより、やお裕美先生をお迎えして 15名の参加者と共

に固くなった関節や、神経を緩めるストレッチのご指導を受けました。 

緩める、矯正する、筋力の向上などの講座は肩こりや腰痛の解消のヒントになりました。 

夢の中の出来事か？（参加者の感想より） 

 12月 23日、地域の活動報告のコピーを取りに中央コミセンに出かけた。コピー

を取り終えた時、ロビーで『ローマの休日』の上映が始まった。まだ無名のオード

リーヘップバーンが王女役で、ローマの宿から抜け出し、知り合った新聞記者と繰

り広げたラブコメディで、70年近く前のモノクロ映画であった。 

 翌 24日は『サウンドオブミュージック』、娘と 5歳の孫娘と一緒に出掛けた。こ

ちらも 60 年近く前に作られた音楽や歌うことの素晴らしさが強調された 3 時間近

いミュージカルであったが、第 2次大戦直前のドイツとオーストリアの関係を取り

上げた反戦の映画であったと言っていいだろう。 

 普段映画鑑賞に出かけることはほとんどないが、時代背景等を一にする日本映画

として、高峰秀子主演の「二十四の瞳」を思い出した。  中町在住 G 

中町集会所で月に 2回、午前と夜間で各 13名(中町在住者)の参加者で行いました。 

毎回とても人気があるコミセンの事業です。コロナ禍で運動不足になりがちな日々ですが、 

先生の丁寧なご指導で身体をほぐす事が出来ました。 

令和 4年 3月 13日(日)午後 2時から 3時 30分 

この講座は令和 3年 11月 28日に行ったものですが、参加希望が多く当日来られなかった方々

に同じ講座を行いました。誰にでも訪れる老後の暮らし方について、考える事が出来ました。 

3月はひな祭りのイベントを予定していました。子供

たちを招いての企画は出来ませんでしたが、地域の方に

ご寄贈いただいた綺麗な雛壇を飾ることが出来ました。

来館者から「豪華で素敵ですね」と好評でした。 

 コロナ禍を踏まえた新しい生活様式に対応して、オンラインの取組みを支援し、市民活

動の継続・発展に資するため、2 月 16 日からの試行運用を経て、市内 16 コミセンで 5 月

以降のフリーWi-Fi本格運用を目指しています。 


